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京大東アジアセンターニュースレター   第 364 号





○ 中国関連本リスト ： ２０１１年 第１報 
○ 暴動情報検証 ： ２０１１年 ２月 










  時 間： 2011 年 4 月 19 日(火)  17：00－18：30  (注意：いつもより 30 分遅れて開始)  
  場 所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 3 階第 3 教室 







展開」『大阪商業大学論集』第 5 巻第 1 号、2009 年 5 月。 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2011 年度における開催(予定)日は以下の通りです。 
前期：4 月 19 日（火）、 5 月 17 日（火）、 6 月 21 日（火）、7 月 19 日(火) 








                                                             小島正憲 
 
《２０１０年発行分》 
２０６．「中国近現代史③ 革命とナショナリズム」  石川禎浩著  岩波新書  １０月２０日 
２０７．「中国《タオバオ》ネット輸入・販売」  鈴木正行著  パル出版  １１月８日 
２０８．「中国名詩集」  井波律子著  岩波書店  １２月１５日 
２０９．「構造転換期の中国経済」  佐々木信彰編  世界思想社  １２月２０日 
２１０．「図解でわかる中国の有力企業・主要業界」  金堅敏著  日本実業出版社  １２月２０日 





２１２．「中国・インドの戦略的意味」  若山俊弘監訳  同文舘出版  １２月２５日 
２１３．「毛沢東 最後の革命（下）」  朝倉和子訳  青灯社  １２月２５日 
２１４．「中国の恫喝に屈しない国」  西村眞悟著  ワック  １２月３０日 
２１５．「中国がなくても日本経済はまったく心配ない！」  三橋貴明著  ワック  １２月３０日 
２１６．「超大国 中国の本質」  中嶋嶺雄編著  KK ベストセラーズ  １２月３０日 
２１７．「中国における社会主義的近代化」  小長谷有紀・川口幸大・長沼さやか著  勉誠出版 
２１８．「中国人のリアル」   安田峰俊著  TO ブックス  １２月３１日 
２１９．「中国人観光客が飛んでくる！」  上田真弓＋池田浩一郎著  毎日コミュニケーションズ  １２月３１日 
 
《２０１１年発行分》 
１．「もっと中国の研究を」  邱永漢著  グラフ社  １月５日 
２．「中国が世界に知られたくない不都合な真実」  板東忠信著  青春出版社  １月５日 
３．「これから、中国とどう付き合うか」  宮本雄二著  日本経済新聞出版社  １月５日 
４．「アジアの潮流と中国」  田所竹彦著  里文出版  １月５日 
５．「中国バブル経済はアメリカに勝つ」  副島隆彦著  ビジネス社  １月９日 
６．「中国を拒否できない日本」  関岡英之著  筑摩書房  １月１０日 
７．「オレ様国家・中国の常識」  宮崎正弘著  新潮社  １月１５日 
８．「日本人と中国人はなぜ水と油なのか」  太田尚樹著  KK ベストセラーズ  １月２０日 
９．「中国近現代史④ 社会主義への挑戦」  久保亨著  岩波新書  １月２０日 
１０．「中国エネルギー事情」  郭四志著  岩波新書  １月２０日 
１１．「世界史のなかの中国」  汪暉著  青土社著  １月２１日 
１２．「中国最大の弱点、それは水だ！」  浜田和幸著  角川マーケティング  １月２３日 
１３．「私の西域、君の東トルキスタン」  王力雄著  馬場裕之訳  劉燕子監修  集広舎  １月２４日 
１４．「中国を知る 第２版」  遊川和郎著  日本経済新聞社  １月２５日 
１５．「それでも、中国は日本を越えることができない！」  黄文雄著  WAC  １月２７日 
１６．「北東アジアに激変の兆し」  大森經徳・川西重忠・木村汎編著  桜美林大学北東アジア総合研究所 １月３
０日 
１７．「中国の言い分」  鈴木秀明著  廣済堂新書  １月３１日 
１８．「中国 WTO 加盟の政治経済学」  中逵啓示著  早稲田大学出版部  １月３１日 
１９．「中国人とはいかに思考し、どう動く人たちか。」  中島一著  夢の設計社  ２月５日 
２０．「中国の核戦略に日本は屈服する」  伊藤貫著  小学館  ２月６日 
２１．「上海今昔ものがたり」  萩原猛著  論創社  ２月１０日 
２２．「中国進出 最強のプロフェッショナル５０人」  週刊 SPA！中国取材班監修  扶桑社  ２月１０日 
２３．「上海万博と中国のゆくえ」  関西日中関係学会  桜美林大学北東アジア総合研究所  １月２２日 
２４．「明日への扉 日中新時代へ」  青木麗子著  海鳥社  １月２４日 
２５．「唐家璇外交回顧録 勁雨煦風」  加藤千洋監訳  岩波書店  １月２８日 
２６．「知りたくなくても知っておかなきゃならない 中国人のルール」  水野真澄著  明日香出版社  ２月１３日 
２７．「もしも日本が戦争に巻き込まれたら！」  小川和久著  アスコム  ２月１５日 
２８．「モノ言う中国人」  西本紫乃著  集英社新書  ２月２２日 
２９．「世界で稼ぐ人 中国に使われる人 日本でくすぶる人」  キャメル・ヤマモト著  幻冬舎  ２月２５日 
３０．「朝日新聞の中国侵略」  山本武利著  文藝春秋  ２月２５日 
３１．「潜入ルポ 中国の女」  福島香織著  文藝春秋  ２月２５日 
３２．「岐路に立つ中国」  津上俊哉著  日本経済新聞社  ２月２５日 
３３．「最後の審判を行き延びて」  廖天琪・劉霞著  丸川哲史・鈴木将久・及川淳子訳  岩波書店  ２月２５日 
３４．「パンダ外交」  家永真幸著  メディアファクトリー新書  ２月２８日 
３５．「中国ビジネスは俺にまかせろ」  山田清機著  朝日新聞出版  ２月２８日 
３６．「現代中国の移住家事労働者」  大橋史恵著  お茶の水書房  ２月２８日 
３７．「中国のマスゴミ」  福島香織著  扶桑社  ３月１日 
３８．「中国“日本侵略”の野望をこう打ち砕け！」  平松茂雄・田母神俊雄著  WAC  ３月３日 
３９．「“日中戦争”は侵略ではなかった」  黄文雄著  WAC  ３月３日 
４０．「増補版 街場の中国論」  内田樹著  ミシマ社  ３月３日 
４１．「中国にこれだけのカントリー・リスク」  邱永漢著  グラフ社  ３月５日 





４３．「転換期日中関係論の最前線」  王敏著  三和書籍  ３月１０日 
４４．「疾走中国」  ピーター・へスラー著  栗原泉訳  白水社  ３月１０日 
４５．「グワンシ」  デイヴィッド・ツェ、古田茂美著  鈴木あかね訳  ムーブ  ３月１５日 
４６．「図説 中国の証券市場 ２０１１年版」  日本証券経済研究所編集兼発行  ３月１５日 
４７．「中国の新しい対外政策」 リンダ・ヤーコブソン、ディーン・ノックス著  岡部達味監修 辻康吾訳 岩波書店 ３月１６
日 
４８．「中国は、いま」  国分良成編著  岩波新書  ３月１８日 
４９．「中国人は本当にそんなに日本人が嫌いなのか」  加藤嘉一著  ディスカヴァー・トゥエンティワン  ３月２０日 
５０．「“日中韓”産業競争力構造の実証分析」  上山邦雄・郝燕書・呉在烜編著  創成社  ３月２５日 
５１．「中国人の８割は愚か！」  黄文雄著  李白社  ３月２９日 
５２．「中国経済・企業の多元的展開と交流」  水野一郎・永井良和編著  関西大学経済・政治研究所  ３月３１日 
５３．「中国の“日本買収”計画」  有本香著  ワック  ４月１日 
５４．「日中をダメにした９人の政治家」  石平著  KK ベストセラーズ  ４月５日 
５５．「中国、インドなしでもびくともしない日本経済」  増田悦佐著  PHP 研究所  ４月５日 
５６．「中国 次のテーマは食糧不足」  邱永漢著  グラフ社  ４月５日 
                                                              以上 
************************************************************************************************ 








行った影響もある模様である。１．は現場検証済み。                        ※暴動評価基準は文末
に掲示。 
 










































































暴動レベル０ ： 抗議行動のみ 破壊なし 
暴動レベル１ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以下（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ 
暴動レベル２ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以上（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ  
暴動レベル３ ： 破壊活動を含む抗議行動 一般商店への略奪暴行を含む   
暴動レベル４ ： 偶発的殺人を伴った破壊活動 
暴動レベル５ ： テロなど計画的殺人および大量破壊活動 



























































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7 月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8 月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
9 月 9.6 13.3 18.8 3.6 23.2 169 25.1 24.4 12.2 6.1 19.0 18.5 
10 月  13.1 18.6 4.4 23.7 271 22.8 25.4 8.7 7.9 19.3 19.3 
11 月  13.3 18.7 5.1 29.1 229 34.9 37.9 28.1 38.2 19.5 19.8 
12 月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011 年             
1 月    4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2 月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3 月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4   16.6 16.2 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
